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   For the comprehensive flood control measures for alluvial fans, it is required to understand the effects 
of natural levees and micro-topography on reducing flood damages. We investigate the role of natural 
levees in the flood control measures for the alluvial fan of the Ara River by mapping historical 
community development and using the hazard maps. 
   As a result, it is clarified that many communities have been developed on natural levees, and that 
natural levees are resistant to spreading of flood waters. The above indicates the significance of 
researches on natural levees and micro-topography as control measures on alluvial fans. 
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１． 序論 

 

 我が国では扇状地が数多く存在し，可住地面積に占め

る扇状地の割合は約７％に達する．扇状地は低地に比べ

水はけがよく，地盤も安定しており，土地として利用価

値が高い地域である．また，場所によっては水を得るの

が容易であるため，古くから農地として利用されてきた．

そのため，扇状地が札幌市や富山市など経済的活動の中

心地である都道府県も多い1）．しかし，扇状地はもとも

と河川が氾濫を繰り返して形成された地形であり，また，

山地から平地へ勾配が急変化する場所であることから，

大雨が発生した際に洪水氾濫が起こる危険性の非常に高

い地域でもある． 

 地球温暖化現象の進展は，洪水氾濫が起こりやすく，

また，災害が激甚になるといわれている．事前に扇状地

での水と土砂の氾濫にどのように備えるかが，今後の重

要な課題である．扇状地を対象とした研究は，古くから

地理学，地形学の分野で行われてきており，扇状地の形

成過程や堆積過程の研究2），扇状地の地質・形成年代の

研究3）などが行われてきた．しかし，扇状地において洪

水氾濫が発生した際に，僅かな地形の起伏が被災状況に

関係するにも関わらず，それらを考慮した扇状地の治水

の在り方について研究した例は少ない．扇状地内の微地

形が実際の洪水の被害にどのように関係してくるかを調

べることにより，扇状地における氾濫流に対する総合的

な治水の在り方の考察が可能となり，これからの治水を

考える上で必要なことである．本文では，研究対象扇状

地として特に洪水被害の大きい荒川扇状地で検討する． 

荒川扇状地は荒川中流部に位置する緩勾配の洪水流堆

積型扇状地である．扇状地内に多くの自然堤防(写真-1)

などの微地形が存在し，現在でも道路や宅地などへの土

地利用から確認できる．また，有史以来，何度にもわた

って洪水の被害に悩まされてきた．現在でも大規模な水

害が発生した際，甚大な被害にあうと考えられる． 

現在まで荒川扇状地について地形，地質，地理などの

分野より数多くの研究がなされてきた4）が，土木工学的，

水工学的視点から考察された研究は少ない．そこで本研
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写真-1 荒川扇状地における自然堤防 



 

 

究では，荒川扇状地において集落と自然堤防など河川が

作り出す微地形との関係を調べることにより，扇状地に

おける治水のあるべき姿について考えることを目的とし

ている． 

 

２．荒川扇状地の地理的特徴 

 
 荒川扇状地は埼玉県の北西部に広がる扇状地である．

その中でも，寄居町から熊谷市と行田市の市境線まで広

がる旧扇状地と，主に熊谷市に広がる新扇状地の二つに

分けられる．図-1に示すように，旧扇状地は洪積世に発

達し，新扇状地は完新世に入ってから堆積した扇状地で

ある．本論文では以降，荒川扇状地とは新扇状地のこと

を示すこととする．荒川扇状地は日本に存在する扇状地

の中でも勾配が非常に緩く，また面積も大きい5)．図-1

のシェイド部分が荒川扇状地6)にあたる．扇状地の扇端の

形がかなり入り組んだ形となり，幅の広い移行帯を有し

ていることが分かる． 

荒川扇状地では有史以来，多くの水害を被ってきてお

り，また江戸時代に行われた荒川の西遷事業を皮切りに，

嘉永2年水害や明治43年水害などで甚大な被害を受けて

きた．現在でも熊谷市街地に存在する水塚や，軒先に小

舟を下げている民家が残存することから，この地域がい

かに水害と近い存在であるかが窺える． 

荒川は扇状地内において河道変遷を繰り返し，現在の

自然堤防と旧河道を形成した．栗田は図-2に示すように

少なくとも8通りの旧河道が考えられるとしている7)． 

扇状地内の地質はおもに砂礫質である8)．砂礫層の下に

はシルト層が広がり，それが扇状地の基盤をなしている．

荒川扇状地内の標高は図-3のようになっている．これを

見ると，三ヶ尻付近を扇頂に東方へ同心円状に低くなっ

ているのが分かる．一方，扇状地より東では，南東の方

向にほぼ平行に等高線が引かれている．この境目は，扇

図-1 荒川扇状地周辺の地盤の堆積年代 図-3 荒川扇状地の地盤高さ 

図-2 荒川の河道変遷の推移7) 

荒川扇状地 



 

 

状地の扇端（図-1参照）と一致している． 

 

３．自然堤防と遺跡の関係 

 
 荒川扇状地では古くから人々の暮らしの痕跡が残って

おり，最も古いもので旧石器時代後期の遺跡が発見され

ている．本研究では旧石器時代から縄文・弥生・奈良平

安時代までの集落の遺跡を，地形分類された地図上にプ

ロットした．図-4～図-8は，埼玉県埋蔵文化財調査報告

書による埼玉県熊谷市内の遺跡の位置9),10)と，深谷市ホー

ムページにより公表されている深谷市内の遺跡11)の位置

を，地形として自然堤防が分けられている地形分類図上

に示し，比較したものである． 
本研究では，地形分類図として国土地理院発行の治水

地形分類図12)を用いた．この治水地形分類図を用いた理

由として，自然堤防が明確に分類されている点が挙げら

れる．以下に，それぞれの時代の遺跡と自然堤防の位置

関係を示す． 
 まず，図-4と図-5より，旧石器時代と縄文時代を比較

する．旧石器時代の遺跡は荒川扇状地の上ではなく，す

べて洪積世に堆積した旧扇状地，すなわち台地の上に存

在している．また，扇状地が形成されたのちの時代であ

る縄文時代では，集落は台地の上にあるか，もしくは自

然堤防上で発掘されている．旧石器時代と縄文時代の集

落の違いとして，非定住と定住の生活様式であったこと

が関係してくると考えられる． 
次に弥生時代の集落の遺跡の位置を見てみる．弥生時

代では集落の遺跡は低地に接近する．図-6を見てわかる

ように，氾濫平野内にも数多くの遺跡が存在している．

これは，盛土などを用いた集落の形成と，稲作の開始に

よる低地の利用の必要性からくるものと考えられる． 

 古墳時代の遺跡の分布は，弥生時代の遺跡の分布と比

較すると数は多いものの，自然堤防の位置関係の割合は

図-6 弥生時代の集落の遺跡の位置 

図-5 縄文時代の集落の遺跡の位置 

図-4 旧石器時代の集落の遺跡の位置 

図-8 奈良・平安時代の集落の遺跡の位置 

図-9 集落の遺跡の位置の変化 

図-7 古墳時代の集落の遺跡の位置 
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弥生時代の遺跡とほとんど変化はない（図-9）．しかし，

古墳時代には弥生時代より広い地域に集落が分布してい

るのが分かる． 

 縄文時代，弥生時代，そして古墳時代の集落と自然堤

防との関係は，奈良平安時代に見られる遺跡と自然堤防

の関係に一致する．扇状地周辺に見られる住居位置の割

合も，旧石器時代を除いて大きな変化はない．これによ

り，時代や生活様式に関わりなく自然堤防は集落の形成

に大きく関わっていたことが分かる． 

 以上より，荒川扇状地において古代以前の集落の形成

は，自然堤防を基盤として成立していたと考えられる．

しかし，集落として利用されている自然堤防と，集落と

して利用されていない自然堤防が存在することから，す

べての自然堤防が集落の形成に関わっているとはいえな

い．一方，図-2と図-3の等高線を参考に旧河道を描いて

みると，図-10のように旧河道と集落の遺跡の関係性が窺

えることから，それらの関係についてさらに調べること

が必要である． 

 

４．自然堤防と明治時代の集落の関係  

 

これまで，自然堤防と集落の関係について，集落の遺

跡をもとに考察した．現在の住宅地は，それ以前の土木・

建築技術に比べて高い技術によって建築されていること

が想像できる．このため，古くから存在する扇状地周辺

の神社仏閣の位置と自然堤防の位置を比較した（図-11）．

この図より，神社仏閣と自然堤防の関係性は極めて高い

ことが見て取れる．しかし，絶対的な数の少ない神社仏

閣との比較では，より詳しい自然堤防と集落の関係を考

察できない．本研究では，明治17年前後に作成された迅

速測図13)を用いて，明治時代の集落と自然堤防の関係に

ついて考察する． 

図-14は，迅速測図に見られる明治17年頃の扇状地周辺

の土地利用を示している．図中の黒い実線の内部が荒川

扇状地である．この図から，扇状地内では水田と畑が斑

模様に混在しているのが分かる．これらは，治水地形分

類図における自然堤防の位置と良く一致する．  

また，移行帯と呼ばれる扇状地の扇端が凹凸形状をな

している区間より東側では，水田の割合が多くなり，水

田の分布が斑模様から一様的に変化している．水田の割

合の変化は，移行帯周辺の水路にも顕著に表れる．図-15

を見ると、移行帯を境に水路の密度が高くなっている．

現在の荒川扇状地14)においても，水路の数は明治時代に

比べて減ってはいるものの，移行帯を境に密度が高くな

っているのが見られる．このことから，扇状地上の自然

堤防の分布や形状が，その土地の農業形態に深く関わっ

ていることが分かる． 

 次に，迅速測図にみられる集落と，治水地形分類図に

見られる自然堤防との位置関係を比較した．迅速測図に

は，地図内に民家の位置が詳しく記載されているので，

その位置を図-12にプロットした．その結果，荒川扇状地

内における明治時代の集落や市街地は，その多くが自然

堤防上に存在していることが確認できる． 

 また，明治時代において道路や街道は自然堤防上に存

在する，もしくは自然堤防を連結させるような形態をと

図-11 扇状地周辺の神社仏閣 図-13 扇状地周辺の交通網 

図-10 集落の遺跡と旧河道の位置 図-12 迅速測図に見られる明治時代の集落 



 

 

っていることが分かる（図-13）．集落の形状や，集落を

つなぐ道路が，自然堤防の形状の変化に従属的であるこ

とがよくわかる．  

一方，自然堤防上にない集落も存在している．周囲よ

り比較的標高の低い旧河道上ですら，集落が形成されて

いるのが見てわかる．しかし，これらの住居が居住とし

て利用されていたか否かは，迅速測図を見る限り不明で

ある．それら集落がどのように形成されたのか，荒川が

氾濫した際にどのように被災するのか，今後詳細に調べ

ていく必要がある．このためには明治43年の荒川大水害

の記録が有効と思われるが，現在のところ大水害の資料

が見つからないため，これに基づく検討ができない． 

 

５．自然堤防の治水的役割 

 

 図-16及び図-17は，地形分類図と浸水想定区域図15，16)

を重ね合わせたものである．浸水想定区域図は計画規模

1/200規模の大氾濫を対象にしているが，どちらの図を見

てもわかるように，自然堤防は0.5m程度の高さではある

が，その上を通る道路と一体的に浸水を防ぐ効果を発揮

している．高さが低い多くの自然堤防があることは，浸

水深に応じてそれぞれの自然堤防が道路と一体的に機能

するという意味で，強固な盛土や堤防に比して柔軟な治

水システムの役割を有していると考えられる．比較的深

度の大きい浸水が予想される川沿い付近でも，自然堤防

の存在によって自然堤防上だけではなく，その周辺にも

被害の大きさに違いが現れている．また，図-4から図-8

までの集落の遺跡と図-16を見比べると，遺跡の発掘があ

った自然堤防ほど水害に対する防御効果が大きいと考え

図-14 迅速測図に見られる明治17年頃の土地利用 図-15 荒川扇状地の移行帯と水路 

図-16 荒川の浸水想定区域 

図-17 利根川の浸水想定区域 



 

 

られる． 

図-16は計画規模の洪水浸水範囲を示しているが，中小

氾濫水に対する自然堤防の氾濫範囲の抑制効果はより大

きいと考えられることから，自然堤防の治水的役割をよ

り定量的に検討する必要がある17)． 

 以上より，自然堤防が水害を軽減する効果を持ってい

ることが示された．荒川扇状地において自然堤防は0.5m
ほどの微高地である．これらを上手に活用し，また，堤

内地の微地形を考慮に入れることで，より経済的かつ効

果的な氾濫水の制御を行える可能性がある．これについ

ては，今後検討するつもりである． 

 

６．結論 

 
 本研究では，埼玉県熊谷市に広がる荒川扇状地におい

て，扇状地内に存在する自然堤防と人々および集落との

関係について地形分類図や実地調査，また既往の調査研

究論文などにより検討を行った．主要な結論を示す． 
（１）荒川扇状地内において，集落の遺跡は自然堤防上

に多く存在していることが分かった．しかし，沖積地の

すべての遺跡が自然堤防上で発掘されていたわけではな

く，また，すべての自然堤防で遺跡が発掘されていたわ

けでもない．自然堤防と集落がどのような関係にあるか，

さらなる研究が必要である． 
（２）明治時代に作成された迅速測図における集落と自

然堤防の位置はほぼ一致する．土地利用についても自然

堤防と自然堤防でない土地とでは違いが明確である．河

川が形成する微地形が農業の形態に与える効果は大きい． 
（３）浸水想定区域図のような大水害を想定した場合，

自然堤防が果たす治水的役割は十分考えられる．自然堤

防は自然堤防上を通過する道路と一体的に柔軟に集落の

被害を抑える機能を有し，また，堤防や人工の盛土より

高さや規模が小さいため，氾濫水による貯留や越流が周

囲に与える影響は小さく，適切に利用すれば治水的に有

効な手段となり得る可能性を示した．治水効果を発揮す

る自然堤防の指標として，集落の遺跡が発掘されている

という事実は重要である． 
 本文では，荒川扇状地内において，人々の暮らしが，

洪水の氾濫作用によって作り出された自然堤防と深く関

わっていることが示された．今後，自然堤防の治水に与

える今日的役割についてさらに調べていく予定である． 
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	荒川扇状地では古くから人々の暮らしの痕跡が残っており，最も古いもので旧石器時代後期の遺跡が発見されている．本研究では旧石器時代から縄文・弥生・奈良平安時代までの集落の遺跡を，地形分類された地図上にプロットした． 図-4～図-8は，埼玉県埋蔵文化財調査報告書による埼玉県熊谷市内の遺跡の位置9),10)と，深谷市ホームページにより公表されている深谷市内の遺跡11)の位置を，地形として自然堤防が分けられている地形分類図上に示し，比較したものである．
	まず，図-4と図-5より，旧石器時代と縄文時代を比較する．旧石器時代の遺跡は荒川扇状地の上ではなく，すべて洪積世に堆積した旧扇状地，すなわち台地の上に存在している．また，扇状地が形成されたのちの時代である縄文時代では，集落は台地の上にあるか，もしくは自然堤防上で発掘されている．旧石器時代と縄文時代の集落の違いとして，非定住と定住の生活様式であったことが関係してくると考えられる．
	４．自然堤防と明治時代の集落の関係
	図-14は，迅速測図に見られる明治17年頃の扇状地周辺の土地利用を示している．図中の黒い実線の内部が荒川扇状地である．この図から，扇状地内では水田と畑が斑模様に混在しているのが分かる．これらは，治水地形分類図における自然堤防の位置と良く一致する．
	また，移行帯と呼ばれる扇状地の扇端が凹凸形状をなしている区間より東側では，水田の割合が多くなり，水田の分布が斑模様から一様的に変化している．水田の割合の変化は，移行帯周辺の水路にも顕著に表れる．図-15を見ると、移行帯を境に水路の密度が高くなっている．現在の荒川扇状地14)においても，水路の数は明治時代に比べて減ってはいるものの，移行帯を境に密度が高くなっているのが見られる．このことから，扇状地上の自然堤防の分布や形状が，その土地の農業形態に深く関わっていることが分かる．
	６．結論
	本研究では，埼玉県熊谷市に広がる荒川扇状地において，扇状地内に存在する自然堤防と人々および集落との関係について地形分類図や実地調査，また既往の調査研究論文などにより検討を行った．主要な結論を示す．
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	（２）明治時代に作成された迅速測図における集落と自然堤防の位置はほぼ一致する．土地利用についても自然堤防と自然堤防でない土地とでは違いが明確である．河川が形成する微地形が農業の形態に与える効果は大きい．
	（３）浸水想定区域図のような大水害を想定した場合，自然堤防が果たす治水的役割は十分考えられる．自然堤防は自然堤防上を通過する道路と一体的に柔軟に集落の被害を抑える機能を有し，また，堤防や人工の盛土より高さや規模が小さいため，氾濫水による貯留や越流が周囲に与える影響は小さく，適切に利用すれば治水的に有効な手段となり得る可能性を示した．治水効果を発揮する自然堤防の指標として，集落の遺跡が発掘されているという事実は重要である．
	本文では，荒川扇状地内において，人々の暮らしが，洪水の氾濫作用によって作り出された自然堤防と深く関わっていることが示された．今後，自然堤防の治水に与える今日的役割についてさらに調べていく予定である．
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